
こおりやま広域圏 健康会議
公民協奏パートナーシップ協定連携事業
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日時：2026年６月３日（水） 午後２時３０分～午後４時

会場：郡山市役所 特別会議室

主催：郡山市 共催：大塚製薬株式会社



こおりやま広域圏 健康会議
公民協奏パートナーシップ協定連携事業

１．開 会・市長挨拶・登壇者紹介

次 第

２．【第１部】トークセッション

３．【第２部】熱中症対策の取組報告

４．閉会
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第１部 【トークセッション】 登壇者紹介
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こおりやま広域圏 健康会議
公民協奏パートナーシップ協定連携事業

第１部 トークセッション
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こおりやま広域圏 健康会議

公民協奏パートナーシップ協定連携事業

第１部 トークセッション

１．郡山市の熱中症対策の現状
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郡山市の福島県連携事業
2 0 2 6 年 ６ 月 １ 日
環 境 部 環 境 政 策 課「ふくしま涼み処」の開放について

《ふくしま涼み処とは》

◆福島県との連携による独自事業

◆登録された県内の公共、民間施設に
休憩スペースを設置し、自由に休息が可能

（６月１日～９月３０日）

ふくしま涼み処2026ポスター
（制作：福島県環境共生課）

《郡山市の参加状況》

◆公共施設６８施設を登録し、
開館時常時開放

◆民間施設へ協力依頼
郵便局(53)、ヨークベニマル(18)など

《利用者の声》
・職員の方が声をかけてくれる環境で休めて心強いです。

・子どもの顔が赤くなっていたため立ち寄りました。

冷たい水分の補給ができて良かったです。

・ポスターやのぼりのおかげで気づくことができました。
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こおりやま広域圏 健康会議

公民協奏パートナーシップ協定連携事業

第１部 トークセッション

２．スポーツと熱中症対策
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こおりやま広域圏 健康会議

公民協奏パートナーシップ協定連携事業

第１部 トークセッション

３．栄養学や予防医学における
熱中症対策
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こおりやま広域圏 健康会議

公民協奏パートナーシップ協定連携事業

第１部 トークセッション

４．職場での熱中症対策
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職場における熱中症対策の
強化について
郡山労働基準監督署

安全衛生課 千葉光平 27



国、事業者、労働者等の関係者が一体となって、一人の被災者も出さないという基本理念の実現に向け、
各指標を定め、計画期間内に達成することを目指す。

• 増加が見込まれる熱中症による死亡者数の増加率※を第13次労働災害防止計画期間と比較して減少
させる。（※当期計画期間中の総数を前期の同計画期間中の総数で除したもの）

上記を含むアウトカム指標の達成を目指した場合、労働災害全体としては、少なくとも以下のとおり
の結果が期待される。
• 死亡災害については、2022年と比較して、2027年までに5%以上減少する。
• 死傷災害については、2021年までの増加傾向に歯止めをかけ、死傷者数については、2022年と

比較して2027年までに減少に転ずる。

アウトカム指標

計画の目標

• 熱中症災害防止のために暑さ指数を把握し活用している事業場の割合を2023年と比較して2027年
までに増加させる。

アウトプット指標

計画期間：２０２３年４月１日～２０２８年３月３１日

第14次労働災害防止計画
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熱中症による健康障害防止対策
労働者の協力を得て、事業者が取り組むこと
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 「職場における熱中症予防基本対策要綱」を踏まえ、
暑さ指数の把握とその値に応じた措置を適切に実施
する。あわせて、作業を管理する者及び労働者に対
してあらかじめ労働衛生教育を行うほか、衛生管理者
等を中心に事業場としての管理体制を整え、発症時・
緊急時の措置を確認し、周知する。その他、熱中症
予防に効果的な機器・用品の活用も検討する。

 労働者は、熱中症を予防するために、日常の健康管
理を意識し、暑熱順化を行ってから作業を行う。あわ
せて、作業中に定期的に水分・塩分を摂取するほか、
異変を感じた際は躊躇することなく周囲の労働者や
管理者に申し出る。



職場における熱中症対策の強化について

 職場における熱中症による死亡災害の傾向

死亡災害が2年連続で30人レベル。

熱中症は死亡災害に至る割合が、他の災害の約5～6倍。

死亡者の約7割は屋外作業であるため、気候変動の影響
により更なる増加の懸念。
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職場における熱中症対策の強化について

 職場における熱中症による死亡災害の傾向

初期症

状の放

置・対応

の遅れ

100件

その他

3件

熱中症死亡災害（R2-R5）の分析結果

（１）
発見の遅れ

重篤化した
状態で発見

78件

（２）
異常時の
対応の不備

医療機関に
搬送しない等

41件

ほとんどが
「初期症状の放置・対応の遅れ」

⇓
現場において

死亡に至らせない（重篤化させない）ための
適切な対策の実施が必要

100件の内容
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熱中症を生ずるおそれのある作業
（労働安全衛生規則第612条の2）

 対象作業

 実施事項
① 発見体制の整備

「熱中症の自覚症状がある作業者」や「熱中症のおそれがある
作業者を見つけた者」がその旨を報告するための体制を整備

② 実施手順の作成

熱中症のおそれがある作業者を把握した場合に、迅速かつ的
確な判断が可能となるよう必要な措置の実施手順を作成

③ 関係者への周知

上記①②について、あらかじめ関係者に周知

WBGT値28度以上
又は

気温31度以上

連続1時間以上
又は

1日4時間を超えて
の環境下で 実施が見込まれる作業
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周知方法（例）

【緊急連絡先】
責任者：氏名、電話
医療機関：病院名、住所、電話

STOP！熱中症クールワークキャンペーンふくしま（改正規則カード）（裏面）

福島労働局＞各種法令・制度・手続き＞安全衛生関係より

https://jsite.mhlw.go.jp/fukushima-roudoukyoku/hourei_seido_tetsuzuki/anzen_eisei.html 33

https://jsite.mhlw.go.jp/fukushima-roudoukyoku/hourei_seido_tetsuzuki/anzen_eisei.html


STOP!熱中症 クールワークキャンペーン
ふくしま（令和8年5月～9月）
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 福島労働局における熱中症予防対策の主な取組事項
 熱中症対策重点局長パトロールの実施
5月22日に製造業の事業場に対して実施。県立医科大の主任教授
にも参加いただき、専門的知見からアドバイスをいただいた。

 関係団体や発注機関等への熱中症予防対策の徹底について
の文書要請の実施
労働災害防止関係団体や公共工事の発注機関に対して文書要請
を実施予定。また、原子力発電所及び廃炉作業の元請事業者に対
しても文書要請を実施予定。

 キャンペーンの周知・広報による熱中症予防の機運の醸成
1. 説明会等の実施

令和8年5月29日「職場における熱中症防止対策に関する講習会（オンライ
ン開催）」（応募締切済み）

2. SNSを活用した広報
最新情報について、福島労働局公式Ｘに投稿。

3. 熱中症予防対策周知用カードの活用
「熱中症予防対策周知用カード」を活用し、取組機運の醸成を図る。
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こおりやま広域圏 健康会議

公民協奏パートナーシップ協定連携事業

第２部 協定締結事業者の
取組活動報告
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こおりやま広域圏 健康会議
公民協奏パートナーシップ協定連携事業

株式会社ヨークベニマル様

第２部 協定締結事業者の取組活動報告
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※設置店舗数 ・福島県内75店舗 ・郡山市内18店舗

→ 暑い時にひと涼みできる「ふくしま涼み処」のスペースを設置

「ふくしま涼み処」

ヨークベニマル横塚店(郡山市)

※涼み処内

給茶器
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こおりやま広域圏 健康会議
公民協奏パートナーシップ協定連携事業

第２部 協定締結事業者の取組活動報告

東京海上日動火災保険株式会社様
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こおりやま広域圏 健康会議
公民協奏パートナーシップ協定連携事業

第２部 協定締結事業者の取組活動報告

日本生命保険相互会社様
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日本生命保険相互会社

〇 福島県は、高血圧の人の割合が全国的にも高く、大きな健康課題と認識。

〇 当社の職員が既契約のお客様や企業の食堂等でビラを配布。

〇 高血圧の知識向上を通じ、生活習慣の改善 ・ 健康診断の受診等の行動変容を促進。

注意喚起ビラ
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日本生命保険相互会社

〇 いわき市では、高齢者の熱中症対策として、エアコンの購入費を補助。

〇 補助金の利用率向上 ＋ 市民の熱中症対策の促進を目的にウチワを製作し、
当社の職員が既契約のお客様や企業の食堂等でウチワを配布・ご案内。

いわき市のエアコン補助 当社が配布しているウチワ
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日本生命保険相互会社

〇 郡山市民のスポーツ促進の一環で、ラグビー教室・体験会を開催予定。

〇 主旨に賛同いただき後援・協賛等をいただける企業様は、是非、お声がけください。

イベント概要

日時 ： ７月５日（日）

会場 ： 郡山ヒロセ開成山陸上競技場

ゲスト： コベルコ神戸スティーラーズ 現役選手 ４名

リーグワンチーフラグビーオフィサー 福本 正幸 様

概要 ： ＜第一部＞ ラグビー競技者向けの教室 （低学年～高校生 約100名）

＜第二部＞ ラグビー未経験者向けの体験会 （幼児～中学生 約100名）
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こおりやま広域圏 健康会議
公民協奏パートナーシップ協定連携事業

株式会社
セブン‐イレブン・ジャパン

第２部 協定締結事業者の取組活動報告
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Ｒ７年度 福島県様×大塚製薬様ご連携施策
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Ｒ８年５月 弊社ニュースリリース

店内で涼んでいただく熱中症対策＋省エネ
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